
山形県医労連  集団的自衛権行使反対原稿 

みなさん、こんにちは。 

 

私たちは、病院や診療所、介護や福祉の職場で働く職員でつくる山形県医療労働組合連合会、

医労連です。 

 

私たちは医師、看護師、介護職員などを大幅に増やして、安全・安心の医療・介護を実現す

ること、住民のみなさんの医療・社会保障切り捨てに反対し、充実することをもとめて取り

組んでいます。ぜひ、みなさんのご協力をよろしくお願いします。 

 

みなさん、こんにちは。 

 

私たちは、病院や診療所、介護や福祉の職場で働く職員でつくる山形県医療労働組合連合会、

医労連です。 

 

みなさん、いま日本が「戦争しない国」から「戦争する国」に変えられようとしているのを

ご存じでしょうか。 

 

安倍内閣は 7 月 1 日に、政府自身がこれまで行使できないとしてきた集団的自衛権の行使

をできるように、勝手な憲法解釈で法律を変える方針を決定しました。日本が攻撃されてい

ないにもかかわらず、アメリカの起こす戦争に一緒になって参加することは、国際紛争での

武力行使を禁じた憲法 9条に違反することは明らかです。 

 

みなさん。 

 

私たち医療の先輩は、57年前、「再び白衣を戦場の血で汚（けが）さない」ことを合言葉に

医労連を結成しました。 

国際紛争の解決は武力によらず、外交上の話し合いで解決すべきであることは、国際社会の

流れとなっています。みなさん、来年の国会で集団的自衛権行使を可能とする法律改定に反

対し、「日本を戦争する国にするな」「閣議決定は撤回せよ」「憲法をまもれ」の声をあげて

いきましょう。 

 

みなさん。 

私たちは医療や介護の現場に働く者として、尊（とおと）い国民の命をまもるために、いか

なる戦争にも反対しています。ご理解とご協力をよろしくお願いします。 

 


